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◎選評　斎藤正敏
　誰もいない原っぱで、目を閉じて目を開けて自然を満喫する作者です。季節の
主の顔をして四方八方独り占めです。

目
を
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目
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て山
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誰
も
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で

目
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両
手
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漂
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で

目
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わ
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元
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誰
も
い
な
い
原
っ
ぱ
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四
方
八
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独
り
占
め

ま
る
で
秋
の
主
の
顔
を
し
て

ゆ
っ
く
り
辺
り
を
見
定
め
る

空
も
雲
も
風
も

木
や
花
や
草
や

飛
ぶ
鳥
達
ま
で
が

私
に
さ
さ
や
く
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だ
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の
秘
密
の
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茂
原
市
鷲
巣
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
っ
て
、
昭
和
62
年
に

第だ
い

六ろ
く

天て
ん

向む
こ
う

遺
跡
が
発
掘
調
査
さ

れ
、
そ
の
時
に
出
土
し
た
手
焙
形

土
器
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
土

器
で
す
。

　

弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代

前
期
（
２
世
紀
後
半
～
４
世
紀
初

頭
）
と
い
う
限
ら
れ
た
時
期
に
、

鉢
の
上
に
覆
い
が
付
い
た
土
器
が

出
現
し
ま
す
。
後
世
の
炭
火
を
入

れ
て
手
を
暖
め
る
手
焙
り
用
火
鉢

に
似
た
そ
の
形
状
に
由
来
し
て
、

手
焙
形
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

特
異
な
形
で
、
出
土
数
も
少
な
い

こ
と
か
ら
正
確
な
用
途
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
一
遺
跡
に
一
つ
だ
け

出
土
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら

祭
祀
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
土
器

で
す
。
覆
い
の
内
側
に
煤す

す

が
つ
い

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
何
か
を
燃

や
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

最
初
に
出
現
す
る
の
は
、
弥
生

時
代
後
期
に
大
阪
河
内
地
方
・
京

都
・
兵
庫
で
す
。
続
い
て
弥
生
時

代
後
期
末
に
近
畿
地
方
を
中
心
に

東
海
・
北
陸
・
中
国
地
方
に
分
布

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
古
墳
時

代
初
頭
に
な
る
と
関
東
・
東
海
・

北
陸
・
近
畿
・
中
国
・
四
国
に
拡

大
し
、
そ
の
後
北
部
九
州
ま
で
拡

大
し
ま
す
。
古
墳
時
代
前
期
に
な

る
と
、
九
州
や
中
国
・
四
国
で
は

見
ら
れ
な
く
な
り
、
関
東
・
東
海
・

北
陸
・
近
畿
か
ら
少
数
出
土
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
祭
祀
を

司
る
権
威
の
象
徴
と
し
て
の
「
手

焙
形
土
器
」
が
近
畿
地
方
か
ら
各

地
方
へ
と
出
土
分
布
が
広
が
っ
て

い
く
様
子
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
る
と
関
東
・
東
海
・

北
陸
・
近
畿
・
中
国
・
四
国
・
九

州
北
部
か
ら
７
０
０
点
以
上
の
出

土
例
が
あ
り
、
多
い
の
は
、
滋
賀

県
（
近
江
）・
大
阪
府
（
河
内
）・

三
重
県
（
伊
勢
）・
岡
山
県
（
吉
備
）

で
す
。
千
葉
県
内
で
は
、
26
遺
跡

31
点
が
出
土
し
、（
平
成
30
年
現

在
）
東
京
湾
沿
い
の
千
葉
市
・
市

原
市
・
袖
ケ
浦
市
・
木
更
津
市
で

複
数
遺
跡
か
ら
、
外
房
で
は
茂
原

市
と
南
房
総
市
千
倉
地
区
で
出
土

し
て
い
ま
す
。
関
東
で
は
千
葉
県

の
出
土
例
が
多
く
、
古
墳
時
代
初

頭
か
ら
非
在
地
系
土
器
の
出
土
が

認
め
ら
れ
、
大
和
政
権
が
東
国
を

勢
力
下
に
置
く
た
め
に
千
葉
県
を

足
掛
か
り
に
し
て
い
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

第
六
天
向
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

手
焙
形
土
器
は
、
器
高
16
・
９
㎝
、

最
大
径
17
㎝
を
測
り
、
第
０
０
４

号
住
居
跡
の
北
半
部
床
面
上
か
ら

鉢
部
分
が
、
若
干
離
れ
て
覆
い
部

が
覆
土
中
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

時
期
的
に
は
、
古
墳
時
代
初
頭
か

ら
前
期
前
葉
く
ら
い
に
想
定
さ
れ

ま
す
。

前
茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

麻
生　

正
信

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
令
和
２
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
麻
生
正
信
氏

は
茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た

り
文
化
財
に
関
す
る
ご
指
導
・
ご

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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